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2026年10月９日 

各  位 

会 社 名 ポ エ ッ ク 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 佐 藤 宏 之 

（コード番号：9264  東証スタンダード市場） 

問合せ先 取締役管理部長 吉 本 貞 幸 

（TEL. 084-922-8551） 

 

 

2026年８月期通期連結・個別業績予想の修正並びに特別利益（補助金収入） 

及び関係会社株式評価損（個別）の計上見込みに関するお知らせ 

 

 

 当社は、2025年10月15日に公表いたしました2026年８月期（2025年９月１日～2026年８月31日）の通

期連結・個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

また、2026年８月期の連結決算において特別利益（補助金収入）を、個別決算において関係会社株式評

価損を計上する見込みとなりましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．2026年８月期通期連結業績予想数値の修正（2025年９月１日～2026年８月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり当

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

10,800 1,120 1,150 690 148.74 

今回修正予想（Ｂ） 10,324 737 836 748 165.56 

増減額（Ｂ－Ａ） △476 △383 △314 58  

増減率（％） △4.4 △34.2 △27.3 8.4  

（ご参考）前期実績 

（2025年８月期） 
10,114 911 986 573 123.64 

 

（修正の理由） 

環境・エネルギーセグメントにおける有機溶剤回収装置の製造販売事業については、引き続き旺盛

な需要を背景に、受注及び引合い案件が積み上がるなど、事業環境は堅調に推移しております。 

しかしながら、第３四半期決算短信において第４四半期以降への持ち越しをお知らせしておりまし
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た複数の大型商談について、中東情勢の不透明感を背景に顧客企業が設備投資の実行時期を慎重に見

極めていることや、引合い先における社内の発注決裁手続きに想定以上の時間を要していること等か

ら、当連結会計年度中に売上計上を見込んでいた案件の一部が翌連結会計年度へ持ち越されることと

なりました。 

また、動力・重機等セグメントにおいては、前連結会計年度の後半に船舶関連機器の受注及び売上

が大幅に増加した反動から、当連結会計年度の上半期は受注及び売上が減少し、その落ち込みが当初

の想定を上回ったことにより、業績は低調に推移しました。 

一方、下半期に入ってからは受注環境が改善傾向に転じ、上半期の落ち込みを挽回すべく製造工程

の進捗管理を徹底し、生産効率の向上及び案件の進捗促進に取り組んでまいりましたが、当連結会計

年度末である８月末までに上半期の落ち込みを十分に補うには至りませんでした。これらの要因によ

り、連結売上高は前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

利益面につきましては、環境・エネルギーセグメント及び動力・重機等セグメントにおいて、相対

的に利益率の高い案件の多くが翌連結会計年度へ持ち越され当連結会計年度の利益に影響しました。 

これに加えて、動力・重機等セグメントにおいて、今後の成長を牽引する事業として期待している

亜臨界水処理装置関連の新工場が稼働を開始したことに伴い、同工場に係る減価償却費が発生してお

ります。 

また、当社グループでは、グループ経営の強化に向けて人材の確保及び処遇改善を進めているほ

か、当連結会計年度においては子会社株式の取得を行い、アドバイザリー費用等の取得関連費用29百

万円を販売費及び一般管理費に計上しております。 

このように、相対的に利益率の高い案件の持ち越しに加え、新工場の稼働、人材の確保及び子会社

株式の取得といった今後の成長に向けた投資を進めるなか、これらに伴う費用負担が売上及び利益の

本格的な計上に先行して生じたこと等から、営業利益及び経常利益につきましては、前回発表予想を

下回る見込みとなりました。 

なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、減損損失及び固定資産除却損等を特別損

失として計上する一方、下記３．に記載の補助金収入を特別利益として計上すること等により、前回

発表予想を上回る見込みとなりました。 

 

２．2026年８月期通期個別業績予想数値の修正（2025年９月１日～2026年８月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

4,650 141 675 622 134.09 

今回修正予想（Ｂ） 4,563 24 472 201 44.48 

増減額（Ｂ－Ａ） △87 △117 △203 △421  

増減率（％） △1.9 △83.0 △30.1 △67.7  

（ご参考）前期実績 

（2025年８月期） 
4,543 77 673 609 131.49 

 

（修正の理由） 

売上高が前回発表予想をやや下回ったことに加え、販売費及び一般管理費が想定より増加したこと等

により、営業利益は前回発表予想を下回る見込みとなりました。販売費及び一般管理費の増加は、グル
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ープ経営の強化に向けて子会社へ出向している当社社員の人件費について当社の負担が増加したこと

や、人材の採用及び処遇改善に伴う人件費の増加等によるものであります。 

経常利益は、子会社における設備投資等の成長投資への資金充当を優先してグループ内の資金配分を

見直したことにより、営業外収益が想定を下回り前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

加えて、当期純利益は、下記４．の関係会社株式評価損等を特別損失に計上すること等により前回発

表予想を下回る見込みとなりました。 

 

３．特別利益（補助金収入）の計上見込みについて 

当社の連結子会社である株式会社三和テスコが受領した補助金（2026年３月30日及び５月26日付

「補助金の入金に関するお知らせ」でお知らせいたしました補助金を含みます。）について、補助対

象となる設備を事業の用に供したことに伴い、仮受金として処理しておりました当該補助金を特別利

益に科目を振替え、2026年８月期の連結決算において補助金収入447百万円を特別利益に計上する見込

みであります。 

なお、本件は、上記１．の修正予想に織り込んでおります。 

 

４．関係会社株式評価損（個別）の計上見込みについて 

当社の連結子会社であるPBS株式会社の財政状態及び今後の見通しを精査した結果、同社株式の実質

価額が著しく低下したと判断したため、2026年８月期第４四半期会計期間の個別決算において、関係

会社株式評価損173百万円を特別損失に計上する見込みであります。 

上記評価損は、上記２．の修正予想に織り込んでおります。 

なお、この評価損は連結決算において消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

５．今後の見通し 

2026年２月に当社の連結子会社が譲り受けた事業は、当連結会計年度においては譲受後の期間の業

績の寄与にとどまりましたが、2027年８月期は通期で寄与する見込みであります。 

2026年８月期の決算発表は2026年10月14日を予定しており、2027年８月期の業績予想につきまして

は、同日にお知らせいたします。 

 

（注）上記の修正予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、決算の確定に向けた精査の結果、変動する可能性があります。 

 

以上 


